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特定非営利活動法人
静岡市障害者協会　会長 

牧野   善浴
(静岡市重症心身障害児 ( 者 ) を守る会 )

本人の真の声を実現せよ !
計画相談

　“Nothing about us
　　　　without us ！”

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
計

画
相
談
」
が
義
務
化
さ
れ
た
。
障
が
い

の
あ
る
人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
に

は
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」（
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

契
約
）
が
な
い
と
使
え
な
く
な
っ
た
。

こ
の
点
で
高
齢
者
の
介
護
保
険
制
度
に

似
た
制
度
に
な
っ
た
が
、
障
が
い
者
の

制
度
の
方
が
複
雑
で
分
か
り
に
く
く
、

手
続
き
に
時
間
が
掛
か
る
。

　
完
全
実
施
ま
で
に
３
年
の
移
行
期
間

が
あ
っ
た
が
、
本
格
化
し
た
の
は
25
年

度
か
ら
で
あ
る
た
め
、
ま
だ
ケ
ア
プ
ラ

ン
未
作
成
の
人
も
お
り
、
静
岡
市
で
は

27
年
度
は
「
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
」
で
対
応

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
実
は
、
本
人
や

家
族
か
ら
は
不
平
・
不
満
の
声
が
出
て

い
た
。「
早
く
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
が
、
内

容
に
不
満
が
・
・
」、「
作
ろ
う
と
思
っ

て
相
談
支
援
事
業
所
に
お
願
い
し
て
も
、

手
一
杯
で
で
き
ま
せ
ん
、
と
断
れ
ら
れ

た
」、「
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
る
よ
う
に

言
わ
れ
た
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
」

な
ど
。
詳
細
は
、
本
特
集
の
中
で
現
状

と
今
後
の
対
応
を
解
説
す
る
が
、
こ
こ

で
は
少
し
大
き
く
、
全
体
を
考
え
る
。

　
計
画
相
談
は
、
本
来
、「
障
が
い
が
あ

る
人
の
生
活
や
人
生
に
関
す
る
意
向
」

を
実
現
す
る
た
め
、「
本
人
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
や
本
人
が
希
望
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
探
し
、
組
み
合
わ
せ
て
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
り
、
関
係
者
と
の
会
議
を
も
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
」
で
あ
る
。

　
計
画
相
談
の
肝
は
人
材
で
あ
り
、
相

談
支
援
専
門
員
と
い
う
障
が
い
者
版
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
。
本
人
の
声
を

真
摯
に
聴
き
、
本
人
の
味
方
と
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
な
ど
と
の
担
当

者
会
議
の
場
や
個
別
事
業
所
と
の
調
整

の
場
で
、
意
向
の
実
現
の
た
め
に
汗
を

か
く
頼
も
し
い
存
在
だ
。
た
だ
使
え
る

サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
な
ど
、
希
望
通
り

の
プ
ラ
ン
は
な
か
な
か
で
き
な
い
が
、

現
実
的
な
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
る
。

　
彼
ら
を
応
援
し
、
計
画
相
談
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
当
セ
ン

タ
ー
の
役
割
だ
。
そ
し
て
、
何
を
ど
う

し
た
ら
い
い
か
を
考
え
、
相
談
員
や
不

足
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
し
た
り
、
対

応
が
難
し
い
事
例
に
応
え
る
し
く
み
を

作
っ
た
り
す
る
こ
と
を
自
立
支
援
協
議

会
や
施
策
推
進
協
議
会
に
つ
な
い
で
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
標
記
の
英
語
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
直
訳

す
る
と
「
私
た
ち
に
つ
い
て
（
○
○
す

る
と
き
）、
私
た
ち
抜
き
で
は
無
だ
」
で
、

日
本
語
と
し
て
こ
な
れ
て
い
な
い
が
、

本
人
主
体
を
分
か
り
や
す
く
表
現
し
て

い
る
。
砕
け
た
意
訳
は
「
私
た
ち
抜
き

に
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
る
な
」
だ
。

こ
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
て
取
組
み
た
い
。
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静岡市障害者相談支援推進セン

ターでは、障害者 110 番相談

窓口を開設しています。

《常設窓口》　月～金　９時～ 17 時

相談方法  電話  054-275-1816（9 時～ 17 時）
   　FAX 054-275-1818 （24 時間受付）

お 休 み  土日祝祭日　年末年始

受付時間

障害者
110 番

　

１  

静
岡
市
の
計
画
相
談
の
状
況

　

本
市
の
第
４
期
静
岡
市
障
が
い
福
祉

計
画
で
は
、
計
画
相
談
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、『
①
計
画
対
象
者
数
（
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
人
全
員
）
に
対
し
事
業
所

数
が
不
足
し
て
い
る
。②
事
業
所
の
新

規
開
設
の
誘
導
や
相
談
支
援
専
門
員
の

増
員
を
促
す
必
要
が
あ
る
。』
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。平
成
27
年
３
月
末
で
、
市
内

の
計
画
相
談
支
援
事
業
所
は
25
箇
所
と

な
っ
た
が
、
新
規
の
受
入
は
依
然
と
し

て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

平
成
26
年
９
月
の
静
岡
県
に
お
け
る

計
画
相
談
支
援
の
実
績
は
、
47
・
９
％

で
全
国
35
位
で
あ
り
、
障
害
児
相
談
支

援
の
実
績
は
58
・
８
％
で
全
国
23
位
で

あ
っ
た
。静
岡
市
単
独
で
は
、
５
〜
６
％

ほ
ど
上
回
る
も
の
の
、
不
足
し
て
い
る

現
状
は
同
様
で
あ
る
。

　
２ 

厚
生
労
働
省
の
持
つ
危
機
感

　

厚
労
省
は
、
計
画
相
談
の
達
成
状
況

が
全
国
平
均
で
50
％
台
で
あ
る
こ
と
に

危
機
感
を
示
し
、｢

計
画
相
談
支
援
等
の

緊
急
的
な
対
応
に
つ
い
て｣

と
い
う
通

知
を
平
成
27
年
１
月
に
発
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
通
知
は
、『
①
平
成
27
年
度
以
降

の
支
給
決
定
の
際
に
、
遅
滞
な
く
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
案
等
が
作
成
で
き
る

か
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
②
緊
急
か
つ

暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
各
市
町
村
の

責
任
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
案
等
の
代
替
と
な
る
計
画
案
（
以
下

「
代
替
プ
ラ
ン
」と
い
う
。）を
作
成
す
る

よ
う
お
願
い
す
る
。』
と
い
う
内
容
で
あ

る
。

　

ま
た
市
町
村
が
作
成
す
る｢

代
替
プ

ラ
ン｣

の
内
容
及
び
質
に
つ
い
て
は
、
計

画
相
談
事
業
所
が
作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
案
等
と
同
等
の
水
準
と
な

る
よ
う
注
意
喚
起
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
代
替
プ
ラ
ン
作
成
の
際
に
は
、
居
宅

の
訪
問
、
本
人
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
、
確

認
、
関
係
者
と
の
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議

論  

考
　

静
岡
市
障
害
者
協
会　

事
務
局
長

　
　
　

相
談
支
援
専
門
員　

堀
越
英
宏

の
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
等
の

一
連
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
完
全
実
施

に
対
し
て
、
静
岡
市
が
打
ち
出
し
た
解

消
策
は
、
市
に
よ
る
代
替
プ
ラ
ン
は
選

択
せ
ず
、
利
用
者
自
身
（
児
童
は
保
護

者
）
が
作
成
す
る｢

セ
ル
フ
プ
ラ
ン｣

の

作
成
の
み
と
な
っ
た
。

　

セ
ル
フ
プ
ラ
ン
に
対
す
る
大
き
な
懸

念
は
、
通
常
行
わ
れ
る｢

サ
ー
ビ
ス
調
整

会
議｣

と｢

モ
ニ
タ
リ
ン
グ｣

が
省
か
れ

て
い
る
こ
と
で
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
と
利
用
者
の
間
に
た
っ
て

調
整
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
利
用

で
き
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
活
用
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
資
源
や
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
就
労
等

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
領
域
の
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
使
っ
た
り
、
地
域
の
障

が
い
者
に
対
す
る
意
識
や
か
か
わ
り
を

深
め
た
り
、
ま
た
、
地
域（
又
は
利
用
者
・

家
族
）
が
有
し
て
い
る
『
強
さ
』
や
『
力
』

を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
。し
か
し
、
そ
れ
は
容
易
に
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
障
が

い
者
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
等
を
踏
ま

え
、
適
切
か
つ
総
合
的
に
課
題
調
整
す

る
技
法
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

し
か
し
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
の
作
成
過
程

の
中
に
こ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

　
　

  

ま
と
め
に
か
え
て

　

計
画
相
談
事
業
所
が
ま
だ
ま
だ
少
な

い
現
状
か
ら
、
暫
定
措
置
で
あ
る
セ
ル

フ
プ
ラ
ン
の
作
成
が
、
制
度
の
趣
旨
か

ら
離
れ
、
計
画
相
談
事
業
所
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と
な
く
、
恒
常
的
な
制
度
に

な
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
。
行
政
に

は
、
新
規
事
業
所
の
誘
導
等
、
更
な
る
解

消
策
を
期
待
し
て
い
る
。

　

セ
ル
フ
プ
ラ
ン
は
、
障
が
い
当
事
者

や
家
族
だ
け
で
作
成
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
場

合
は
、
是
非
最
寄
り
の
委
託
相
談
支
援

事
業
所
（
市
内
11
ヶ
所
）
に
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
も
５
月
に
入
り
初
夏
を
迎

え
た
。当
協
会
の
近
く
の
駿
府
城
公
園
も
新

緑
が
目
に
ま
ぶ
し
い
。今
回
の
報
告
は
、
紙

幅
の
都
合
も
あ
り
、
相
談
業
務
の
中
で
の
大

き
な
課
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

１
　
触
法
系
障
が
い
者
の
事
例
の
増
加

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、ⓐ
執
行
猶
予

中
の
障
が
い
者
の
生
活
支
援
、Ⓑ
不
起
訴
案

件
の
障
が
い
者
の
継
続
相
談
、Ⓒ
少
年
院
退

院
者
の
継
続
相
談
、ⓓ
１
ヶ
月
の
保
護
観
察

付
の
矯
正
施
設
退
所
者
の
支
援
、ⓔ
県
外
矯

正
施
設
の
満
期
退
所
者
の
緊
急
支
援
他
、ⓕ

警
察
が
検
察
庁
に
送
致
し
な
い
案
件
、ⓖ
障

が
い
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
事
件
も

多
く
あ
っ
た
。こ
れ
ら
の
案
件
は
、
緊
急
か

つ
エ
ン
ド
レ
ス
な
支
援
に
な
り
や
す
く
、
し

か
も
給
付
が
な
い
こ
と
で
費
用
の
回
収
が

で
き
ず
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
各
区
の
セ
ン

タ
ー
に
引
き
継
ぎ
に
く
く
、
事
業
所
の
過
大

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、『
触
法
等
特
別
な
ニ
ー

ズ
の
あ
る
障
が
い
者
へ
の
支
援
を
考
え
る

勉
強
会
』を
開
催
し
、
東
海
エ
リ
ア
、
静
岡
県

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
合
同
研
修
を
開
催
す
る
等
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
模
索
し
て
い
る
。

２
　
権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

『
市
長
申
し
立
て
』
が
な
か
な
か
進
ま
な
い

事
情
も
あ
り
、後
見
相
当
の
方
で
あ
っ
て
も
、

家
庭
裁
判
所
に
本
人
申
し
立
て
の
形
で
申

請
を
急
ぐ
事
例
が
多
く
、
専
門
相
談
員
（
行

政
書
士
）
の
支
援
を
得
て
、
申
請
を
行
っ
て

い
る
（
年
間
12
件
・
相
談
件
数
外
・
無
料
相

談
）。

　

虐
待
の
防
止
に
つ
い
て
は
、『
静
岡
市
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
』
の
機
能
を
当
セ
ン
タ
ー

及
び
他
の
相
談
支
援
事
業
所
に
委
託
す
る

こ
と
で
、
制
度
の
周
知
が
進
ん
で
い
る
。こ

れ
は
全
県
の
虐
待
通
報
件
数
の
半
数
が
静

岡
市
へ
の
通
報
で
あ
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。

　

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
虐

待
通
報
案
件
は
養
護
者
の
虐
待
に
比
べ
圧

倒
的
に
少
な
い
。こ
れ
は
事
業
所
内
部
で
解

決
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
通
報
す
る

と
い
う
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
仕
組
み
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
一
因
と
も
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
養
護
者
等
の
虐
待
案
件
に
つ
い
て

は
、
被
虐
待
障
が
い
者
の
保
護
先
の
確
保
が

難
し
く
、
各
区
担
当
課
の
努
力
に
よ
り
市
外

施
設
も
確
保
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
や

む
を
え
ず
在
宅
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
支

援
を
続
け
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。今
後
は
、

行
政
と
入
所
施
設
の
連
携
の
下
、
ご
協
力
い

た
だ
き
、
虐
待
対
応
居
室
が
い
つ
も
使
え
る

よ
う
な
状
態
に
し
て
お
き
た
い
。

３
　
困
難
事
例
の
解
決
に
向
け
て

　

障
害
者
虐
待
事
例
の
養
護
者
支
援
を
考

え
る
に
あ
た
り
、
地
域
資
源
（
特
に
強
度
行

動
障
が
い
者
の
受
け
入
れ
先
）
の
活
用
が
困

難
な
事
例
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

困
難
事
例
が
地
域
課
題
と
し
て
認
識
さ

れ
、
そ
の
解
決
方
法
を
関
係
機
関
で
探
り
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が

自
立
支
援
協
議
会
の
使
命
で
あ
る
が
、
そ
の

基
礎
は
、
相
談
事
例
に
て
い
ね
い
に
対
応
す

る
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

事
例
の
蓄
積
が
静
岡
市
の
障
が
い
者
支
援

の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
一
層
の
努
力
と

提
言
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

　

お
か
げ
様
で
平
成
26
年
度
の
『
障
害
者
相

談
支
援
推
進
事
業
』
も
前
述
し
た
よ
う
な

様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
、
静

岡
市
は
じ
め
市
内
相
談
支
援
事
業
所
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
病
院
、
関
係
機
関

団
体
等
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
困
難
な
状
況
の
中
で
、
勇
気

を
ふ
る
い
、
胸
襟
を
開
き
相
談
に
来
て
い
た

だ
い
た
利
用
者
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

堀
越
）

【
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
】

の
完
全
義
務
化
と
セ
ル
フ

プ
ラ
ン
へ
の
懸
念

【
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
】

の
完
全
義
務
化
と
セ
ル
フ

プ
ラ
ン
へ
の
懸
念

　
平
成
26
年
度
　

障
害
者
相
談
支
援
推
進

事
業
の
課
題
（
報
告
）

　
３ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
き

　
　

      

セ
ル
フ
プ
ラ
ン
へ
の
懸
念



第１回　相談支援担当職員研修会・障害者110番相談員研修会
　　　　日　時　平成 26 年 5月 21 日（水）　静岡市中央福祉センター 大会議室
第１部　テーマ　地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）の理解と障害者相談 
　　　　　　　　支援事業所との連携について
　　　　講　師　社会福祉法人　静岡市社会福祉協議会 地域福祉権利擁護センター 所長　西尾陽子 氏
第２部　テーマ　生活保護制度と生活困窮者自立支援法の仕組の理解　　
　　　　講　師　静岡市保健福祉局福祉総務課 生活支援・自立推進係
　　　　　　　　主幹兼係長　山内智之 氏

第２回　リワーク研究会
日　時　平成 26 年 6月 11 日（水）　静岡市中央福祉センター 大会議室
基調講演　『発達障害のある人の就労支援における課題』
講　師　静岡県発達障害者支援センター 所長　岡田祐輔 氏
指定発表　『企業における発達障害者の就労支援』　
　　　　　こころの相談室マザリーカウンセリング 主宰 高林真子 氏
　　　　『発達障がい者（児）の就労支援の実践と課題』　
   　　　静岡障害者職業センター 主任 障害者職業カウンセラー　吉川真弓 氏
　　　　『発達障がいのための心理療法』　
　　　　あおいクリニック 専門健康心理士・精神保健福祉士　酒井田愛香 氏
　　　　『教育の場における思春期の発達障がい児者の支援』
　　　　足立区教育委員会 スクール・カウンセラー 臨床発達心理士　籾山実穂子 氏

第２回　相談支援担当職員研修会・障害者110番相談員研修会
日　時　平成 26 年 7月 18 日（金）静岡市中央福祉センター　大会議室
講義とグループワーク「相談支援者に求められる『ファシリテーションのスキルとこころ』
講　師　ＮＰＯ法人 日本ファシリテーター協会 フェロー　鈴木まり子 氏

第３回「触法等特別なニーズのある障がい者への支援を考える勉強会」
　　　　東海エリア・静岡トラブルシューター･ネットワーク共催
日　時　平成 26 年 9月 22 日（月）静岡刑務所見学会及び、静岡市中央福祉センター 大会議室
見　学　静岡刑務所見学会　（車イス利用者２名参加）
報告Ⅰ　①昨年度研修の振り返り　②トラブルシューター基礎研修について　社会福祉法人 浜松協働学舎　高木誠一 氏
報告Ⅱ　実践報告　社会福祉法人 浜松協働学舎　村松徹弥 氏
報告Ⅲ　静岡地区での触法障がい者への支援状況について　ＮＰＯ法人 静岡市障害者協会 事務局長　堀越英宏

災害時要援護者支援シンポジウム
日　時　平成 27 年 2月 7日（土）グランシップ 会議室 910
基調講演「東日本大震災の要援護者支援の現場から伝えたいこと」
　　　　　講　師：なとり生活支援センター窓（相談支援事業）　水沼恵子 氏
　　　　　発　題「東日本大震災の現場から当事者団体として伝えたいこと」
　　　　　発題者：宮城県重症心身障害児 ( 者 ) を守る会 会長　秋元俊通 氏
シンポジウム（情報提供、当事者・地域・防災ボランティアの立場から）
　　　　　　まとめ（課題と提案）　助言：江原勝幸 氏

虐待・強度行動障害研修
日　時　平成 27年 2月 13 日（金）城東保健福祉エリア保健福祉複合棟　第 1・2研修室
内　容　第１部『強度行動障害と障害者虐待』
　　　　　　　　　講師：社会福祉法人 浜松協働学舎　高木誠一 氏
　　　　第２部『強度行動障害とは』
　　　　　　　 　講師：社会福祉法人 横浜やまびこの里　中村公昭 氏

平成２６年度静岡市障がい者のための生涯学習会
日　時　平成 27年 2月 22 日（日）城東保健福祉エリア保健福祉複合棟　第１・２研修室
内　容　「ご存知ですか？地域での暮らしを支える権利擁護の仕組み」
　　　　講師：ふるい後見事務所 社会福祉士　古井慶治 氏
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